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五
﹈。
そ
の
在
任
期
間
は
原
則
と
し
て
二
八
ヶ
月
で
、
着
任
時
と
退
任
時
の
ほ
か
、
年
頭
挨
拶
・
暑
中
見
舞
・
寒
中
見
舞
と
し
て
年
三
回
、
首
里
城
に
招
請
さ
れ
、
城
内
の
南
殿
や
書
院
で
接
待
さ
れ
た
﹇
渡
名
喜
一
九
八
二
﹈。「
琉
球
首
里
ノ
圖
」
の
左
下
に
は
守
礼
門
に
向
か
う
一
団
が
見
え
る
が
、
他
図（２）と
の
共
通
性
か
ら
在
番
奉
行
の
一
行
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
（【
図
４
】
参
照
）。「
那
覇
奉
行
、
交
代
之
時
、
此
門
へ
入
」
と
の
注
記
か
ら
、
着
任
ま
た
は
退
任
時
の
登
城
が
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
右
掖
門
に
「
奉
行
、
此
門
へ
入
ル
」
と
あ
る
が
、
動
線
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
り（３）、
他
に
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
記
録
も
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
注
記
の
位
置
を
誤
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
図
右
上
の
首
里
城
正
殿
の
正
面
に
は
、
唐
破
風
の
柱
間
（
柱
と
柱
の
間
隔
）
と
同
じ
幅
の
直
線
的
な
石
段
が
描
か
れ
て
お
り
、
中
庭
を
挟
ん
で
対
面
に
あ
る
奉
神
門
は
長
屋
門
の
形
式
と
な
っ
て
い
る（４）。
こ
れ
は
一
七
〇
一
〜
〇
七
年
の
状
況
を
示
し
た
「
首
里
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」（
本
紙
二
九
頁
）
の
正
殿
・
奉
神
門
と
同
じ
形
体
だ
が
、
一
七
〇
九
年
の
首
里
城
全
焼
と
一
七
一
二
〜
一
五
年
の
再
建
を
経
て
、
正
殿
石
段
は
末
広
階
段
に
、
奉
神
門
は
三
棟
三
門
と
な
り
、
さ
ら
に
一
七
六
八
年
の
正
殿
改
修
に
よ
り
唐
破
風
は
柱
間
三
間
と
な
っ
た（５）（【
図
５
】
参
照
）﹇
伊
從
二
〇
〇
五
・
安
里
二
〇
一
九
ａ
・
ｂ
﹈。
以
上
か
ら
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」
に
は
、
一
八
世
紀
初
頭
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
遡
っ
た
時
期
の
城
内
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
　
「
琉
球
那
覇
圖
」（
紙
本
墨
画
、
縦
四
〇
×
横
六
七
セ
ン
チ
）
は
、
内
題
に
「
薩
摩
御
奉
行
住
居
也
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
南
北
の
突
堤
（
屋
良
座
森
城
・
三
重
城
）
に
守
ら
れ
た
那
覇
港
を
右
下
に
、
そ
の
左
側
に
広
が
る
那
覇
―
―
浮
島
と
呼
ば
れ
た
離
れ
島
で
あ
っ
た
―
―
か
ら
、
長
虹
堤
を
経
て
本
島
に
接
続
し
、
国
廟
で
あ
る
崇
元
寺
（
左
上
）
へ
と
至
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
（【
図
６
】
参
照
）。
ま
た
人
物
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
薩
摩
御
奉
行
と
は
、
在
番
奉
行
の
こ
と
で
あ
る
。
　
図
中
の
注
記
は
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」
よ
り
豊
富
で
、
在
番
奉
行
に
関
わ
る
機
関
名
と
遊
廓
に
関
す
る
記
載
が
目
立
つ
。
機
関
名
の
内
、「
奉
行
假
屋
」
は
西
村
の
在
番
奉
行
所
で
あ
り
、「
横
目
假
屋
」
は
、
在
番
奉
行
所
の
監
視
的
な
役
割
を
帯
び
て
薩
摩
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
横
目
一
名
の
宿
所
（
横
目
宿
）
と
み
ら
れ
る
。
横
目
宿
は
東
村
に
二
箇
所
あ
っ
た
　
「
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
」（
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
）
は
、
下
総
国
古
河
藩
に
て
家
老
な
ど
を
務
め
た
鷹たか
見み
泉せん
石せき
（
一
七
八
五
〜
一
八
五
八
年
）
に
関
わ
る
約
三
千
点
の
資
料
群
で
あ
る
。
泉
石
（
名
は
忠
常
、
通
称
は
十
郎
左
衛
門
）
は
、
藩
主
土
井
利とし
厚あつ
・
利とし
位つら
に
仕
え
る
一
方
、
蘭
学
を
学
び
、
多
く
の
学
者
・
文
人
と
交
際
す
る
な
か
で
、
千
点
近
い
内
外
の
地
図
を
含
む
研
究
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
た
﹇
永
用
一
九
九
七
、
片
桐
二
〇
一
九
﹈。
そ
の
収
集
資
料
の
な
か
に
、「
琉
球
國
図
共
四
／
外
首
里
那
覇
図
二
」
と
墨
書
さ
れ
た
封
筒
が
あ
り
、「
琉
球
國
全
図
」
と
題
さ
れ
た
四
舗
一
組
の
図（１）と
と
も
に
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
と
の
内
題
を
持
つ
二
葉
一
組
の
鳥
瞰
図
の
鷹
見
泉
石
に
よ
る
写
本
が
同
封
さ
れ
て
い
る
【
図
１
・
２
】。
本
稿
で
は
従
来
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
こ
の
二
葉
の
地
図
を
紹
介
し
た
い
。
　
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」（
紙
本
墨
画
、
縦
四
〇
×
横
六
七
セ
ン
チ
）
は
、
内
題
に
「
中
山
王
府
皇
都
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
右
に
首
里
城
、
左
上
に
円
覚
寺
・
円
鑑
池
・
龍
潭
・
弁
財
天
堂
な
ど
の
周
辺
施
設
、
左
下
に
中
山
門
と
守
礼
門
を
結
ぶ
綾
ア
イ
ジ
ョ
ー門
大ウフ
道ミチ
と
、
そ
の
沿
道
に
あ
る
王
世
子
（
中
城
王
子
）
の
住
む
中
な
か
ぐ
す
く城
御ウド
ゥ
ン殿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
（【
図
３
】
参
照
）。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
施
設
名
は
図
中
に
は
記
さ
れ
ず
、
中
城
御
殿
に
「
琉
久
セ
子
（
琉
球
世
子
）」、
首
里
城
正
門
で
あ
る
歓
会
門
に
「
那
覇
奉
行
、
交
代
之
時
、
此
門
へ
入
」、
右う
掖えき
門
に
「
奉
行
、
此
門
へ
入
ル
」
と
注
記
が
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　
那
覇
奉
行
と
は
、
薩
摩
藩
の
在
番
奉
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
在
番
奉
行
は
、
琉
球
監
督
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
二
〇
名
弱
の
藩
士
衆
の
長
と
し
て
、
那
覇
西
村
に
置
か
れ
た
薩
摩
藩
の
出
先
機
関
で
あ
る
御
仮
屋
（
在
番
奉
行
所
）
に
詰
め
て
い
た
﹇
徳
永
二
〇
〇
史
料
紹
介
と
研
究
渡 
辺　
美 
季
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
―
古
河
歴
史
博
物
館
蔵「
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
」よ
り
―
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（『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
八
）。「
里
之
子
假
屋
」
は
、
久
米
村
に
置
か
れ
た
那な
覇は
里さと
主ぬし
所じょ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
琉
球
（
首
里
王
府
）
の
行
政
機
関
で
、
那
覇
の
行
政
や
在
番
奉
行
の
接
待
を
担
っ
た
。「
奉
行
假
屋
」
付
近
に
見
え
る
「
大
和
町
／
ヤ
マ
ト
丁
」
の
記
載
は
、
位
置
か
ら
す
る
と
西
村
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
呼
称
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
他
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
西
村
に
は
在
番
奉
行
所
が
あ
っ
た
ほ
か
、
西
村
を
含
む
那
覇
港
周
辺
に
は
琉
球
に
出
入
り
す
る
薩
摩
の
船
頭
・
水
主
が
数
多
く
滞
在
し
て
い
た
た
め
﹇
渡
辺
二
〇
一
一
﹈、
西
村
な
い
し
は
那
覇
の
い
ず
れ
か
の
地
区
に
対
し
て
「
大
和
町
」
と
い
う
通
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
　
遊
廓
を
示
す
注
記
は
「
ツ
ジ
（
辻
）」・「
ケ
イ
セ
イ
（
傾
城
）
町
」・「
ゾ
ウ
リ
（
尾ジュ
リ類
）」
「
ワ
タ
ン
ジ
（
渡
地
）」・「
中
シ
マ
（
仲
島
）」
の
計
五
箇
所
で
あ
る
。
首
里
王
府
は
一
六
七
二
年
に
辻
と
仲
島
に
私
娼
を
集
め
て
遊
里
と
し
、
そ
の
後
、
渡
地
に
も
遊
廓
が
造
ら
れ
、
こ
の
三
地
点
が
琉
球
の
遊
廓
と
な
っ
た
。
ジ
ュ
リ
と
は
遊
女
の
こ
と
で
、
単
身
で
琉
球
に
渡
航
す
る
薩
摩
の
在
番
奉
行
衆
や
船
頭
・
水
主
た
ち
は
、
そ
の
重
要
な
客
で
あ
っ
た（６）
﹇
伊
波
一
九
一
九
、
真
栄
平
二
〇
一
九
、
渡
辺
二
〇
一
一
﹈。
　
「
琉
球
那
覇
圖
」
の
注
記
は
、
内
容
と
し
て
は
当
時
の
状
況
に
概
ね
適
合
す
る
も
の
の
、
位
置
と
し
て
は
不
正
確
な
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
「
奉
行
假
屋
」（
在
番
奉
行
所
）
は
実
際
に
は
「
里
之
子
假
屋
」
の
や
や
左
に
、「
里
之
子
假
屋
」（
那
覇
里
主
所
）
は
天
使
館
の
や
や
左
上
あ
た
り
に
位
置
し
、
西
町
に
描
か
れ
た
「
横
目
假
屋
」
は
東
町
に
あ
っ
た
。
辻
・
渡
地
の
位
置
も
不
正
確
で
あ
る
。
し
か
し
図
自
体
は
、
那
覇
全
体
の
構
造
か
ら
石
碑
・
鳥
居
な
ど
の
細
部
に
至
る
ま
で
、
比
較
的
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
不
正
確
な
注
記
の
多
い
、
比
較
的
正
確
な
図
」
と
い
う
特
徴
の
一
端
は
、「
琉
球
首
里
ノ
圖
」
に
お
け
る
右
掖
門
の
注
記
に
も
見
出
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
両
図
と
も
に
、
図
と
注
記
の
成
立
過
程
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
琉
球
で
作
成
さ
れ
た
図
に
、
琉
球
に
不
案
内
な
第
三
者
が
何
ら
か
の
文
字
情
報
に
依
拠
し
て
注
記
を
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
図
中
左
上
に
目
を
転
ず
る
と
、
十じっ
貫かん
瀬じ
が
久
茂
地
川
の
干
潟
に
突
き
出
た
形
で
描
か
れ
て
い
る（７）【
図
７
】。
こ
の
部
分
は
一
七
三
三
年
の
首
里
王
府
の
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
陸
地
化
す
る
た
め
﹇
安
里
二
〇
一
九
ａ
・
ｂ
﹈、
そ
れ
以
前
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
琉
球
首
里
ノ
圖
」
の
景
観
年
代
を
加
味
す
る
と
、
両
図
は
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
首
里
・
那
覇
の
景
観
を
描
い
た
鳥
瞰
図
と
見
な
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
両
図
の
主
な
モ
チ
ー
フ
は
薩
摩
の
在
番
奉
行
で
あ
り
、
絵
図
の
受
容
・
消
費
者
と
し
て
日
本
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
琉
球
の
絵
師
に
よ
る
首
里
・
那
覇
の
鳥
瞰
図
は
複
数
現
存
し
て
い
る
が（８）、
と
り
わ
け
次
の
六
点
の
屛
風
は
、
日
本
向
け
―
―
よ
り
具
体
的
に
は
薩
摩
向
け
―
―
の
名
所
図
／
土
産
物
と
し
て
、
一
九
世
紀
の
琉
球
・
沖
縄
の
民
間
工
房
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
﹇
渡
辺
二
〇
一
四
﹈、
在
番
奉
行
の
行
列
や
薩
摩
人
男
性
と
遊
女
と
の
関
わ
り
を
描
く
な
ど
、「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
と
モ
チ
ー
フ
的
な
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る
。
　
　
①
「
琉
球
交
易
港
図
屛
風
」（
浦
添
市
美
術
館
蔵
）
　
　
②
「
琉
球
貿
易
図
屛
風
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
蔵
）
　
　
③
「
琉
球
進
貢
船
図
屛
風
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
）
　
　
④
「
首
里
那
覇
港
図
屛
風
」（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
）【
図
８
】
　
　
⑤
「
首
里
那
覇
鳥
瞰
図
屛
風
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
寄
託
伊
江
御
殿
家
資
料
）
　
　
⑥
「
那
覇
港
図
」（
首
里
城
公
園
蔵
）
　
　
（
＊
①
〜
③
・
④
〜
⑤
は
構
図
が
著
し
く
似
通
っ
て
い
る
。）
　
こ
の
六
点
の
内
、
②
は
二
〇
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
修
復
作
業
の
際
に
、
そ
の
下
貼
文
書
か
ら
文
政
末
年
（
一
八
三
〇
年
頃
）
に
作
成
さ
れ
た
薩
摩
藩
江
戸
藩
邸
の
帳
面
が
発
見
さ
れ
て
い
る
﹇
岩
崎
二
〇
〇
一
﹈。
こ
れ
と
よ
く
似
た
①
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
沖
縄
に
赴
任
し
た
鹿
児
島
の
警
察
官
が
、
沖
縄
で
入
手
し
た
絵
を
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
、
登
城
す
る
在
番
奉
行
を
描
く
④
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
新
潟
の
山
口
な
る
人
物
が
鹿
児
島
に
て
買
い
求
め
た
も
の
で
あ
る
﹇
渡
辺
二
〇
一
四
﹈。
　
と
こ
ろ
で
鷹
見
泉
石
は
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
を
ど
の
よ
う
に
写
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
泉
石
が
大
坂
に
赴
任
中
の
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
正
月
一
〇
日
条
に
「
琉
球
四
枚
、
郡
助
、
春
三
郎
、
目
六
三
、
平
次
、
川
崎
、
上
絁
、
貞
五
郎
、
陸
奥
二
、
伊
賀
、
其
次（二）
」
と
あ
る（９）。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
一
九
日
条
に
「
七
半
過
よ
り
兼
て
約
束
ニ
付
蒹
葭
堂
へ
参
。
銅
板
百
□
（
ア
キ
マ
ヽ
）図、
琉
球
、
伊
賀
、
奥
州
、
図
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図
１　
琉
球
首
里
ノ
圖
（
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
）
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図
２　
琉
球
那
覇
圖
（
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
）
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14
図５　首里城の変化
ａ：首里古地図・部分（沖縄県立図書館蔵）　
　　CC BY 4.0（一部改変）（http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja）
ｂ：1992年に復元された正殿　2019年、焼損
図３　琉球首里ノ圖（注記および描かれた事物の比定）　青字：注記、赤字：事物の比定
ａ
ａ
ｂ
ｂ
図４　登城する在番奉行衆
ａ：首里那覇港図屛風・部分（沖縄県立博物館・美術館蔵）
先触れの琉球人と赤色のハチマキ（冠）の琉球役人に先導
されている。在番奉行の乗り馬の鞍覆には丸に十字の島津
氏の家紋が見える。馬丁は琉球人とみられる。
ｂ：琉球首里ノ圖・部分
首里城淑順門
右掖門
正殿
御庭
奉神門
島添アザナ
鐘楼
広福門
漏刻門久慶門
龍潭 龍淵橋
天女橋 弁財天堂
円鑑池
円覚寺
歓会門
厩舎
守礼門
中山門 在番奉行の一行か
大美御殿
中城御殿
瑞泉門
琉
球
首
里
ノ
圖
奉
行
此
門
ヘ
入
ル
那
覇
奉
行
交
代
之
時
此
門
ヘ
入
琉
久
セ
子
中
山
王
府皇
都
柱間 3間
末広階段
正殿石段
奉神門
守礼門
中山門
画像史料解析センター通信
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借
、
五
前
帰
」
と
あ
り
、
翌
年
二
月
一
六
日
条
に
は
「
郡
助
よ
り
琉
球
国
図
四
枚
出
来
」
と
見
え
る
。
蒹けん
葭か
堂どう
と
は
、
稀
代
の
蔵
書
家
・
考
証
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
大
坂
町
人
木
村
蒹
葭
堂
孔こう
恭きょ
う（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
年
）
の
養
子
二
代
目
木
村
蒹
葭
堂
石せき
居きょ
の
こ
と
で
あ
り
、
郡
助
と
は
泉
石
が
他
所
か
ら
借
り
て
き
た
絵
図
の
模
写
を
請
け
負
っ
て
い
た
人
物
と
み
ら
れ
る）10
（
。
従
っ
て
日
記
か
ら
は
、
一
八
三
六
年
一
月
に
郡
助
に
「
琉
球
国
図
」
四
枚
の
模
写
を
依
頼
し
、
翌
年
二
月
に
受
け
取
っ
た
こ
と
、
一
八
三
六
年
一
一
月
に
蒹
葭
堂
二
世
よ
り
「
琉
球
図
」
を
借
り
た
こ
と
の
二
点
が
読
み
取
れ
る
。
日
記
を
通
覧
し
た
と
こ
ろ
他
に
琉
球
の
絵
図
に
関
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
ず
、
枚
数
の
一
致
か
ら
「
琉
球
国
図
」
四
枚
は
「
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
」
の
「
琉
球
國
全
図
」
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
と
同
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
が
「
琉
球
図
」
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る）11
（
。
日
記
に
は
「
琉
球
国
図
」
の
出
所
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
泉
石
は
蒹
葭
堂
二
世
と
頻
繁
に
交
流
し
て
多
く
の
絵
図
を
借
覧
し
て
お
り
、
ま
た
蒹
葭
堂
（
一
・
二
世
）
は
他
に
も
琉
球
の
図
を
所
蔵
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら）12
（
、「
琉
球
国
図
」
も
蒹
葭
堂
か
ら
借
り
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
蒹
葭
堂
一
世
は
、
蘭
癖
大
名
と
し
て
有
名
な
島
津
重
豪
と
親
交
が
あ
り
、
薩
摩
藩
邸
に
も
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
﹇
瀧
川
一
九
七
七
﹈。「
琉
球
貿
易
図
屛
風
」
が
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
京
都
や
大
坂
の
薩
摩
藩
邸
に
も
何
ら
か
の
首
里
・
那
覇
の
鳥
瞰
図
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
初
代
蒹
葭
堂
に
と
っ
て
、
そ
の
写
本
を
入
手
す
る
こ
と
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
　
一
六
〇
九
年
の
軍
事
侵
攻
を
契
機
に
琉
球
を
支
配
下
に
置
い
た
薩
摩
藩
は
、
琉
球
と
日
本
の
間
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
を
独
占
的
に
統
制
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
藩
の
「
外
」
で
得
ら
れ
る
琉
球
情
報
は
極
図 6　琉球那覇図（注記および描かれた事物の比定）　青字：注記、赤字：事物の比定（各村の実際の位置を緑色で示した）
ａ ｂ 図７　十貫瀬の変化
ｂ： 友寄喜恒「那覇絵図」
（1881年頃 ） ・部分
　　（沖縄県立図書館蔵）
　　CC BY 4.0（一部改変）
　　 （http://creativecommons.
org/licenses/by/4.0/deed.ja）
蛾森
硫黄城
迎恩亭唐船小堀
小橋
大橋
澪標
屋良座森城
那覇港口中三重城三重城
帆船
天尊小堀前の鳥居護国寺／天尊廟
波上宮
雪の崎
長虹堤
崇元寺橋
下馬碑
安里川
十貫瀬
孔子廟
泉崎橋
久茂地川
天使館
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やらさもりくすくの碑
宮古蔵または荒神堂
渡地村
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西村久米村
辻村
奥武山
御物城
（見物城）
臨海寺
中
シ
マ
里
之
子
假
屋
横
目
假
屋
西
ノ
海　
干
瀉
ニ
ナ
ル
奉
行
假
屋
浪
ノ
上
ヘ
ト
云
所
　
　
　
　
寺
有
ツ
ジ
ヤマト丁
ゾウリ
大和町
ケイセイ町
泊
り舩
持
居
住
ワ
タ
ン
ジ
琉
球
那
覇
圖
薩
摩
御
奉
行
住
居
也
川
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十貫瀬
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め
て
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
一
部
の
知
識
人
は
、
あ
く
な
き
知
的
好
奇
心
を
背
景
に
、
自
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
こ
の
細
い
琉
球
情
報
の
パ
イ
プ
を
開
拓
・
活
用
し
て
い
た
。
鷹
見
泉
石
は
ま
さ
し
く
そ
の
一
人
で
あ
り
、「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
は
近
世
日
本
の
琉
球
情
報
の
有
り
様
を
通
じ
て
琉
日
関
係
の
一
実
態
に
迫
り
得
る
好
素
材
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
【
参
考
・
引
用
文
献
】
安
里　
進　
二
〇
一
九
ａ
「
首
里
那
覇
鳥
瞰
図
の
年
代
設
定
と
描
か
れ
た
景
観
の
虚
実
」
平
井
松
午
編
『
近
世
城
下
絵
図
の
景
観
分
析
・GIS
分
析
』
古
今
書
院
安
里　
進　
二
〇
一
九
ｂ
「（
Ⅱ
―
一
二
）
描
か
れ
た
首
里
城
正
殿
の
虚
実
」
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
沖
縄
県
史　
図
録
編
』
前
近
代
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
有
坂
道
子　
二
〇
〇
七
「
木
村
蒹
葭
堂
と
地
図
」
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
田
章
裕
編
『
大
地
の
肖
像　
絵
図
・
地
図
が
語
る
世
界
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
伊
波
普
猷　
一
九
一
九
「
尾
類
の
歴
史
」『
沖
縄
女
性
史
』
小
澤
書
店
伊
從　
勉　
二
〇
〇
五
『
琉
球
祭
祀
空
間
の
研
究
―
カ
ミ
と
ヒ
ト
の
環
境
学
』
中
央
公
論
美
術
出
版
岩
崎
奈
緒
子　
二
〇
〇
一
「「
琉
球
貿
易
図
屛
風
」
の
成
立
に
つ
い
て
―
下
貼
文
書
の
検
討
か
ら
―
」『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
』
三
四
大
阪
歴
史
博
物
館
編　
二
〇
〇
三
『
木
村
蒹
葭
堂
―
な
に
わ
知
の
巨
人
―
』
思
文
閣
出
版
片
桐
一
男　
二
〇
一
九
『
鷹
見
泉
石　
開
国
を
見
通
し
た
蘭
学
家
老
』
中
央
公
論
新
社
古
河
歴
史
博
物
館
編　
一
九
九
三
『
鷹
見
家
歴
史
資
料
目
録
』
古
河
市
教
育
委
員
会
古
河
歴
史
博
物
館
編　
二
〇
一
八
『
没
後
一
六
〇
年
記
念　
鷹
見
泉
石
展
―
帝
室
博
物
館
を
彩
っ
た
至
宝
群
―
』
同
博
物
館
瀧
川
義
一　
一
九
七
七
「
木
村
蒹
葭
堂
の
琉
球
に
対
す
る
関
心
」『
国
学
院
雑
誌
』
七
八
―
六
徳
永
和
喜　
二
〇
〇
五
「
琉
球
在
番
奉
行
の
設
置
と
展
開
」
同
『
薩
摩
藩
対
外
交
渉
史
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
渡
名
喜
明　
一
九
八
二
「「
御
書
院
御
物
帳｣
（
沖
縄
県
立
博
物
館
蔵
）「
御
座
飾
帳｣
（
同
）「
御
書
院
並
南
風
御
殿
御
床
飾
」（
同
）」『
沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
』
八
永
用
俊
彦　
一
九
九
七
「
近
世
後
期
の
海
外
情
報
と
そ
の
収
集
―
鷹
見
泉
石
の
場
合
―
」
岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編　
『
近
世
日
本
の
海
外
情
報
』
岩
田
書
院
真
栄
平
房
昭　
二
〇
一
九
「
琉
球
在
番
奉
行
・
附
役
論
―
そ
の
死
と
墓
を
め
ぐ
る
記
憶
―
」『
首
里
城
研
究
』
二
一
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
会
編　
二
〇
一
九
『
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
』
思
文
閣
出
版
渡
辺
美
季　
二
〇
一
一
「
境
界
を
越
え
る
人
々
―
近
世
琉
薩
交
流
の
一
側
面
―
」
井
上
徹
編
『
海
域
交
流
と
政
治
権
力
の
対
応
』
汲
古
書
院
渡
辺
美
季　
二
〇
一
四
「「
琉
球
交
易
港
図
屛
風
」
考
」『
日
本
近
世
生
活
絵
引
』
奄
美
・
沖
縄
編
編
纂
共
同
研
究
班
編
『
近
世
日
本
生
活
絵
引
』
奄
美
・
沖
縄
編
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
画像史料解析センター通信
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【
謝
辞
】
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
安
里
進
・
麻
生
伸
一
・
上
原
兼
善
・
黒
嶋
敏
・
高
良
倉
吉
・
豊
見
山
和
行
・
松
尾
晋
一
の
各
氏
の
ご
教
示
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
安
里
進
氏
に
は
、
図
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
懇
切
な
ご
教
示
を
数
多
く
い
た
だ
い
た
。
ま
た
古
河
歴
史
博
物
館
に
は
史
料
の
熟
覧
や
画
像
の
提
供
に
お
い
て
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
は
画
像
の
提
供
に
お
い
て
、
甚
大
な
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
注（１
）
薩
摩
藩
領
か
ら
琉
球
の
与
那
国
島
ま
で
が
彩
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
・
構
図
等
か
ら
は
「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
と
の
直
接
的
な
関
連
性
は
見
出
せ
な
い
。
（
２
）
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
「
首
里
那
覇
港
図
屛
風
」（
後
述
）
の
ほ
か
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
那
覇
市
歴
史
博
物
館
寄
託
伊
江
御
殿
家
資
料
「
首
里
那
覇
鳥
瞰
図
」
に
も
同
様
の
一
行
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
後
者
は
博
物
館
の
サ
イ
ト
よ
り
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。
（
３
）
琉
球
の
役
人
や
中
国
皇
帝
の
使
者
（
冊
封
使
）
は
、
奉
神
門
を
通
っ
て
正
殿
前
の
中
庭
（
御ウナ
ー庭
）
に
入
っ
た
。
（
４
）
本
段
落
の
記
述
は
、
安
里
進
氏
の
ご
教
示
に
依
拠
し
て
い
る
。
（
５
）
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
蔵
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
『
百
浦
添
御
殿
普
請
付
御
絵
図
并
御
材
木
寸
法
記
』
に
よ
る
。
一
九
九
二
年
の
首
里
城
正
殿
の
復
元
は
、
こ
の
記
録
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
。
（
６
）
薩
摩
藩
は
女
性
の
琉
球
渡
海
を
禁
じ
、
ま
た
同
藩
男
性
が
琉
球
に
お
い
て
家
を
構
え
妻
を
娶
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
た
。
（
７
）
本
段
落
の
記
述
は
、
安
里
進
氏
の
ご
教
示
に
依
拠
し
て
い
る
。
（
８
）
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
収
録
し
た
書
籍
と
し
て
『
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
』﹇
琉
球
船
二
〇
一
九
﹈
が
あ
る
。
（
９
）
古
河
歴
史
博
物
館
編
『
鷹
見
泉
石
日
記
』
三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
（
10
）
例
え
ば
天
保
八
年
正
月
一
〇
日
条
に
は
「
今
日
帰
懸
之
由
、
郡
助
、
春
三
郎
、
平
次
右
、
川
崎
遊
、
助
四
郎
、
貞
五
郎
、
其
二
写
物
頼
」
と
あ
る
。
（
11
）
な
お
「
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
」
に
は
他
に
琉
球
の
図
は
含
ま
れ
て
い
な
い
﹇
古
河
歴
史
博
物
館
一
九
九
三
、
永
用
一
九
九
七
﹈。
（
12
）
琉
球
の
画
家
殷
元
良
（
一
七
一
八
〜
六
七
年
）
に
よ
る
「
琉
球
図
」（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
）
は
、
欄
外
付
箋
よ
り
蒹
葭
堂
（
恐
ら
く
は
二
世
）
所
蔵
の
原
図
を
一
八
三
三
（
天
保
四
）
年
に
中
島
憲
秀
が
模
写
し
た
も
の
で
、
地
名
注
記
に
琉
球
の
画
家
で
は
あ
り
得
な
い
誤
記
や
当
て
字
が
散
見
さ
れ
る
（
安
里
進
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
ま
た
「
琉
球
国
図
」
二
鋪
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
記
号
一
七
八
―
〇
三
一
七
）
は
、
表
紙
に
「
蒹
葭
堂
蔵
謄
冩
」
と
あ
る
（
本
図
に
関
す
る
情
報
は
黒
嶋
敏
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
蒹
葭
堂
一
世
の
蔵
書
の
多
く
は
、
そ
の
死
後
一
八
〇
三
年
に
幕
府
に
献
上
さ
れ
昌
平
坂
学
問
所
に
所
蔵
さ
れ
た
が
﹇
大
阪
歴
史
博
物
館
二
〇
〇
三
﹈、
そ
の
内
の
一
点
の
謄
写
と
み
ら
れ
る
﹇
有
坂
二
〇
〇
七
﹈。
現
存
は
二
鋪
の
み
だ
が
、
表
紙
に
「
共
四
鋪
」
と
あ
り
、
本
来
は
四
鋪
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
鷹
見
泉
石
の
「
琉
球
国
図
」
と
同
系
統
の
図
で
あ
る
が
異
な
る
点
も
多
い
。
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
／
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）
図８　首里那覇港図屛風（沖縄県立博物館・美術館蔵）
図８－ｂ（第七扇右下）：遊女とともに
競艇を見物する在番奉行衆
図８－ａ
（第六扇中央下）：
薩摩船に乗る遊女
（紅衣の女性）
